
2022年 2月 27日（9 週目) 主日礼拝              「キリストの命と愛を味わう伝道者」(Ⅰヨハネ 4:7-11)     
 エペソの地域の人は、哲学、宗教的な考えを持って信仰生活をする人が多かった。間違った信仰が横行していた為、ヨハネは、信仰を正す為に手紙を書いた。悪魔は、永遠の命

を得ることがないように、偽物をつくって堕落させる。人間が本物の信仰を持たないようにさせる。完全に肉体は堕落してしまった為、真の神様であるキリストが来られた。イエス様

は道であり、真理であり、命である。 

1.命であるキリスト 2.愛である神さま 3.祈りの味わい 

▲キリストは命である。また、キリストの中に光がある。 

1)Ⅰヨハ 1:1-2(すなわち、御父とともにあって、私たちに現わされた 

永遠のいのちです。) 

・イエス・キリストのみが永遠の命である。 

・ヨハネは、イエス様が生きておられるの見て実際に触った。 

・造り主の神様である―キリストだけに真の命がある。 

2)Ⅰヨハ 1：5(神は光であって神のうちには暗いところが少しもない。) 

・キリストにだけに命があり、光がある。 

・命である神様が人として来られたのは、罪人である人間を救う為。 

3)Ⅰヨハ 1:9(私たちが自分の罪を言い表わすなら、神は真実で正しい方 

ですからその罪を赦しすべての悪から私たちをきよめて下さいます) 

・私達は罪人である。キリストが十字架で血を流し死なれて罪を赦す 

・御言葉を信じないことが罪である。 

4)Ⅰヨハ 3:8(罪を犯している者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めか 

ら罪を犯しているからです。神の子が現われたのは、悪魔のしわざを 

打ちこわすためです。) 

・イエス・キリストが、悪魔の頭を打ち砕かれた。 

・悪魔を打ち砕いた事実を信じられると福音を信じることが出来る。 

・ただイエスになる時に、真の祝福が臨まれるようになる。 

5)Ⅰヨハ 5:11-13(私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこ 

れらのことを書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを持っているこ 

とを、あなたがたによくわからせるためです。) 

 ・サタンは、私が永遠の命の確信を持たないようにさせる。 

・キリストを信じていること自体が永遠の命を持っている事である。 

・永遠の命を持っていることを信じられると喜びが生まれてくる。 

 

▲愛である神様は、永遠の命を受けることが出来るよ

うに助けて下さった。 

1)Ⅰヨハ 4:9-10(神はそのひとり子を世に遣わし、その 

方によって私たちに、いのちを得させてくださいま 

した。ここに、神の愛が私たちに示されたのです。 

私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛 

し、私たちの罪のために、なだめの供え物としての 

御子を遣わされました。ここに愛があるのです。) 

・キリストの愛は私達を救う程の愛である。 

・愛の性質の神様は、私も愛にあふれる事を願う。 

・精神を患っている方は、誰かへの憎しみが強い。 

 ・主は私が愛の性質となりサミットとなる事を願う 

2)Ⅰヨハ 4:11(愛する者たち。神がこれほどまでに私た 

ちを愛してくださったのなら、私たちもまた互いに 

愛し合うべきです。) 

・私達も、キリストのように互いに愛し合う。 

・命と愛が回復されると全てが癒され回復される。 

3)Ⅰヨハ 3:23(神の命令とは、私たちが御子イエス・ 

キリストの御名を信じ、キリストが命じられたとお 

りに、私たちが互いに愛し合うことです。) 

・教会の聖徒、家族と互いに愛し合うように。 

・愛し合い、一致団結をする時に伝道運動が起こる 

・福音を宣べ伝える為に必要な全ての物を与える。 

・真の命を味わっていると愛し合うようになる。 

4)Ⅰヨハ 4:18(愛には恐れがありません。全き愛は恐れ 

を締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴ってい 

るからです。恐れる者の愛は、全きものとなってい 

ないのです。) 

・神様は、私達を愛して下さっている。 

 

▲真の命を味わっていると愛し合えるように

なる。 

1)Ⅰヨハ 2：28(子どもたちよ。キリストのう 

ちにとどまっていなさい。) 

・キリストの内にとどまるように。。 

2)Ⅰヨハネ 4:13(神は私たちに御霊を与えてく 

ださいました。それによって、私たちが神 

のうちにおり、神も私たちのうちにおられ 

ることがわかります。) 

・私達の内に聖霊様が宿るようになった。 

・私の内にキリストがおられる。 

・一つなったことを常に味わうように。 

・キリストの人格に変えられていく。 

3)3、9、3 

①3 御座の祝福－三位一体の神様が共に。 

②9 つの御座の能力 

  ・3セッティング―創 1:27/創 2:7/創 2:1-18 

・3つの超越－ 御座/時空間/237国に光 

 ・3つの空前絶後－ 私/教会/業 

③3つの時代の祝福－牧師/重職者/レムナント 

と副牧師 

＊三位一体の神様が共にいる事を味わう者に 

9つの御座の能力が臨まれる。 

4)サミット時間 

・一日の中で 5分程サミットタイムを持 

⇒寝る前に祈りをするように。 

・自分の中のキリストを味わう時間を持つ 

・Heavenly Power,Talent,Missionを持つ 

5)祈り 24 

・キリストが 24時間共におられる。 

・サミットタイムを通して、キリストが 

共におられることを味わうと、寝ている 

間中ずっと恵みを味わうようになる。 

 ・悪魔を打ち砕いたキリストが 24時間 

 私と共におられる。 

 



現場地教会（2022 年 2月 27 日～2022年 3月 5 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】         「キリストの命と愛を味わう伝道者」(Ⅰヨハネ 4:7-11)    

  

【讃美】                    404 妙なる神の愛 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 
 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

  

 

お知らせ 
 

 

〇2 月 28 日～3 月 1 日 西老会 牧会学宣教セミナー 

〇3 月 7 日(月)～11 日(金)盛岡伝道キャンプ 担当：小松優牧師 

〇弥富市に教会が建てられるようにお祈りをお願いします。 

 

 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


